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カケハシ・プロジェクト（米国）高校生招へい第 2陣 

（Coretta Scott King Young Women's Leadership Academy）の記録 

 

１．プログラム概要 

【目的】ジョージア州アトランタ市にあるコレッタ・スコット・キング・ヤングウィメンズリーダ

ーシップアカデミー（Coretta Scott King Young Women's Leadership Academy）にて日本語を学ぶ

高校生が来日し、東京都での視察及びアトランタ市と姉妹都市を結ぶ福岡県福岡市でのホームステ

イや学校交流を通じて日本文化や社会、歴史について理解を深めるとともに、親日度の一層の深化

と参加者同士のネットワーク強化を図ることを主目的として実施しました。 

 

【参加者】米国・ジョージア州アトランタ市の高校生及び引率者 計 9 名 

 

【訪問地】東京都、福岡県 

 

【日程】 

◼ プレプログラム（オンライン事前学習）： 

10 月 5 日（木曜日) 【来日前（渡航前）オリエンテーション】事業目的・ミッション、日程説明、 

 渡航注意、新型コロナウィルス感染症対策等   

来日までの指定期間 【動画視聴】講義「日本と国連」、日本理解講義（Web Japan より選択）  

 

◼ 招へいプログラム： 

10 月 10 日（火曜日）  羽田空港より入国 

10 月 11 日（水曜日） 【視察】千葉工業大学東京スカイツリータウン®キャンパス 

 【視察】浅草 

10 月 12 日（木曜日） 東京都から福岡県へ移動 

 【表敬訪問】福岡市教育委員会 教育長 石橋 正信 氏 

10 月 13 日（金曜日） 【学校交流】福岡市立福翔高等学校 

 【ホストファミリー対面式】 

10 月 14 日（土曜日） 【ホームステイ】4 家庭（福岡市） 

10 月 15 日（日曜日） 【ホストファミリー歓送会】 

 【視察】福岡市科学館 

 【ワークショップ】報告会準備（訪日成果のとりまとめ、帰国後の活動計画 

 （アクション・プラン）の作成）  

10 月 16 日（月曜日） 福岡県から東京都へ移動 

 【視察】明治神宮、原宿（日本のポップカルチャーの視察） 

10 月 17 日（火曜日） 【報告会】訪日成果・帰国後の活動計画発表 

 羽田空港より出国 
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２．記録写真  

招へいプログラム 

  

10 月 11 日【視察】千葉工業大学東京スカイツ

リータウン®キャンパス 

10 月 11 日【視察】浅草 

  

10 月 12 日【表敬訪問】福岡市教育委員会 教育

長 石橋 正信 氏 
10 月 13 日【学校交流】福岡市立福翔高等学校 

  

10 月 14 日【ホームステイ】福岡市の 4家庭 10 月 15 日【ホストファミリー歓送会】 
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10 月 15 日【視察】福岡市科学館 10 月 16 日【視察】明治神宮・原宿 

  

10 月 17 日【報告会】成果報告 10 月 17 日【報告会】記念撮影 

 

３．参加者の感想（抜粋） 

◆ 高校生 

プログラムの中でも福岡市の訪問が印象に残りました。多くの友人との出会いがあった上に、

ホームステイで新しい家族もでき、とても思い出深いものになりました。学校交流を通じて日

本の高校生活を学び、両校の相違点も見出し、大変勉強になりました。いつか再訪したいと思い

ます。また、歓迎式や日本の教室を訪れる機会もあり、とても素晴らしい一日でした。 

 

◆ 高校生 

私にとって最も印象に残ったのは、異文化交流とホームステイでした。学校交流を通じて、日本

の学生の生活を直接体験する機会を得ました。授業に出席し、新しいトピックを学んだり、新し

い友人や先生と笑いあったり、新しい人たちとの出会いのなかで絆や友情を築くことができま

した。ホームステイでは、日本の家庭の文化を肌で感じることができました。ホストファミリー

は食べ物、家、お互いの関係など、彼らの伝統的な文化について紹介してくれました。 

 

◆ 高校生 

  学校交流では、たくさんの新しい友人に出会うことができました。皆、親切で、アメリカの生活

に興味を示してくれました。ホストファミリーとも親しくなり、佐賀や長崎などの街を一緒に

散策しました。とても素晴らしい経験でした。 
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４．受入れ側の感想（抜粋） 

◆ ホストファミリー 

長崎の平和公園や資料館を訪れた際、学生さん二人とも写真を撮ったり、資料を丁寧に読んだ

りしている姿が印象的でした。二人と交流した高校生の娘やその友人は活きた英語に触れたこ

とで、語学の必要性や、やる気を初めて感じていたようで貴重な機会だったと思います。 

この先、平和な世の中を担っていく若者たちが、楽しい交流の体験を通じて共に明るい未来を

作っていけるような場になればよいなと思い、今回準備にあたりました。 

 

５．参加者の対外発信（抜粋） 

  

2023 年 10 月 11 日（Instagram） 

誰が東京スカイツリータワーに行ったのか当て

てみてください！ 

2023 年 10 月 15 日（Instagram） 

福岡の科学館で素晴らしい時間を過ごしまし

た！ 

 

2023 年 10 月 15 日（Instagram） 

東京滞在中のハイライトは、東京のスカイツリ

ー、千葉工業大学東京スカイツリータウン®キ

ャンパス、そして浅草への訪問でした。 

今は福岡でホストファミリーと一緒に過ごして

いますが、みなさん本当に親切な方々です。 

友泉亭公園に連れて行ってもらったり、浴衣で

写真を撮ったりするなどの体験をしました。 

ホストファミリーは私たちを温かく歓迎してく

れています。 

このプログラムに関わった皆様には言葉では表

せないほどの感謝の気持ちでいっぱいです。 
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６．報告会での訪日成果とアクション・プラン発表 

全２グループが発表 

  

【訪日中の学び】  

日本で神社や寺院、博物館などさまざまな場所

を訪れることで視野が広がりました。 

特にホームステイでの経験は忘れられない思い

出となり、一緒に食事をしたり、家族の一員と

して過ごしたりする時間は特別なものでした。

ホストファミリーは日本の文化や料理について

多くのことを教えてくれましたが、最も重要な

ことは家族の絆や大切さを改めて再認識させて

くれたことです。カケハシ・プロジェクトに参

加することがなければこうした経験をすること

は叶いませんでした。 

 

【テーマ（科学技術）の学び】  

日本の様々な技術に触れることで、なぜ日本が

世界的に高い技術力を持つ国として知られてい

るのかを理解することができました。 

回転寿司やトイレ、コンビニエンスストアのス

ムージー・メーカーなどの体験や、福岡市科学

館の視察などを通じて、日本の技術の進歩を直

接経験することができました。インターネット

から得る知識ではなく実際に触れることで日本

の科学技術をより深く理解することができまし

た。 

 

【アクション・プラン】 

ホームステイ、学校交流、食事などの日本での

経験や、写真を用いて日本に関するプレゼンテ

【訪日中の学び】 

 日本文化は敬意と礼節に重きを置き、お辞儀

や時間厳守などで相手への配慮を表します。 

 日本人は「がんばる」という精神が根付いて

おり、生産性の向上に繋がっています。 

 日本人は和を好み、争いを避け、平和で協力

的な社会を作り上げています。 

 芸術や美学を愛し、茶道、書道、生け花など

伝統的な文化を守っています。 

 

【テーマ（科学技術）の学び】 

日本のテクノロジーはアメリカよりも格段に進

歩していて、2000 年にホンダは世界で最も先進

的 な ヒ ュ ー マ ノ イ ド ロ ボ ッ ト ASIMO

（Advanced Step in Innovative Mobility）という

日本製のロボットを発表しました。さらに、日

本で非常に素晴らしいと感じたのはトイレの技

術です。ウォシュレット、乾燥、脱臭装置内蔵、

ハンドセンサー洗浄機能などは実に興味深いも

のでした。また、ゴミ箱もハンドセンサー式で、

雑菌を防ぐのに良いと思いました。 

 

【アクション・プラン】 

 11 月に、豊かで多様性に富む日本文化に関心

のある学生を対象とした集会を開催します。

日本で学んだことや日本で人気のある場所を

紹介するプレゼンテーションの他、質疑応答

も予定しています。 
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ーションをします。プレゼンテーションは 12

月中の放課後に、私たちの活動に関心を持つコ

レッタ・スコット・キング校の生徒たちに向け

て図書館か日本語クラス内で実施予定です。こ

のイベントに関する案内チラシを校内に掲示し

て周知します。 

 12 月下旬に団扇の絵付けイベントを企画しま

した。今回の訪日団が協力してチラシを作成

し、日本の美しさを伝える楽しいイベントと

なるよう計画を進めます。 

 

実施団体名：一般財団法人日本国際協力センター（JICE） 


